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ミッション概要



メインミッション 
缶サットに気圧センサーを積み、発射前の気圧と最低気圧から缶サッ
トの到達⾼高度を推測する

そして、市販の⾼高度計でその結果を確かめる

普段の部活を通して、⽔水ロケットやモデルロケットを製作しています
製作したロケットを発射させた際の最⾼高到達点について調べることが
できる 

サブミッション 

ロケットのリカバリーシステムの成功放出と安全にリカバリーする

ロケット本体と中に搭載している機器器等にできるだけダメージを与え
ずに接地させることを⽬目標にしています。 

ごく基本的な事ですが、安全な活動を確保するための⼤大切なことです。
もちろんこれも⽔水ロケットやモデルロケットに応⽤用できます。
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気圧計算式 

海海抜2000m以内では10m

上昇するごとに気圧が

111Pa減少することから 

1mごとの減少量量は11.1Pa 

すなわち0.111Pqである 

⾼高度 h(m)， 

基準⾯面気圧 p(hPa)， 

最低気圧 q(hPa)の関係は 

h=(p-q)/0.111 



缶サットの構造

MBED

気圧計

電池

市販⾼高度計

LPC1768を採⽤用

LPS25Hを採⽤用

ジャンパーワイヤーで繋ぐ
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